































































･光散乱､中性子 (小角)散乱 (弾性散乱あるいは非弾性散乱)⇒ メソ ･スケールの構造
･拡散係数や粘性係数等のレオロジカルな物性値の測定⇒ 重合度依存性
複雑液体のスケーリング理論

















･自由度の逓減 (射影演算子法､現象論モデル)⇒ 長波長モードの発展方程式 (偏微分方程
式)の数値解析




･メソ ･スケールでの構造 ⇒ 空間的にミクロ メーソ マークロの階層構追
･遅い緩和 ⇒ 長時間のシミュレーションの必要性
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